
 

 

 

 

 

 

 

第19回鳴瀬川水系河川整備学識者懇談会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        日時：令和3年12月7日(火) 14:30～16:00 

        場所：TKPガーデンシティ仙台 ホール21A 

 

 

 

 





 

1 

１．開  会 

                           （午後 2時30分） 

 司会（北上川下流河川事務所） それでは、定刻となりましたので、ただいまか

ら第19回鳴瀬川水系河川整備学識者懇談会を開催いたします。 

 

２．あいさつ 

 

 司会（北上川下流河川事務所） それでは、開催に当たりまして、主催者を代表

し、東北地方整備局河川部調査官、斉藤よりご挨拶申し上げます。 

 調査官、お願いいたします。 

 

 事務局（東北地方整備局） 委員の皆様におかれましては、お忙しい中、第19回

鳴瀬川水系河川整備学識者懇談会にご出席いただきまして、誠にありがとうござい

ます。治水事業をはじめとしまして、国土交通行政の推進につきまして日頃よりご

支援、ご協力いただいておりますこと、重ねて御礼を申し上げます。 

 本委員会でございますが、河川の整備の基本となります河川整備計画の内容につ

いてご審議、あるいは進捗状況の審議をいただくことに加えまして事業を進める上

での事業の再評価の審議ということで、委員の皆様からご意見をいただくことにし

ております。今回の委員会では平成27年9月の関東・東北豪雨の際に吉田川の上流

におきまして雨が大きく、被害がありました。その被災に対しまして、平成29年か

ら実施しました鳴瀬川床上浸水対策特別緊急事業という事業がございます。この事

業は令和4年までを目途に、事業のメインとなります遊水地整備を進めており、現

地でも大分見えるようになってまいりました。事業は地元のご協力もあり、順調に

進んでおります。その進捗に併せて、改めて再評価の審議をしていただき、残り1年

でございますが、中身の確認をいただきたいと思っています。 

 記憶に新しいのは、この事業を行っている最中、令和元年東日本台風が吉田川を

襲いまして、堤防の決壊がございました。広範囲にわたって浸水があり、今回ご審

議いただく鳴瀬川床上浸水対策特別緊急事業の整備箇所の他、さらに中流、下流の

ほうでも被害が出たということで、加えて治水対策を進めているところでございま

す。 
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 一方、全国を見ていただいても､雨の降り方が非常に変わってきている中で、我

々も河川事業を一生懸命進めておりますが、時間もかかります。そのような中で、

地域の皆さんの命、財産を守っていくという意味で、流域治水という新たな概念、

地域の皆様の取組も進めていただきながら、避難も着実に行っていただくというと

いうことも一緒になって行っていく、流域治水プロジェクトという計画を進めさせ

ていただいております。このプロジェクトは、まだキックオフしたばかりでござい

ますが、大崎市では、この流域治水をどのように進めるかというような議論を地域

の中でも行っていただいています。我々河川管理者も事務所をはじめ、一生懸命議

論して、是非、良いものにし、さらに地域の皆さんが安全、安心していただけるよ

うに取り組みたいと思っているところでございます。 

 今日の委員会の審議の後に、気候変動の対応の考え方や流域治水の現状の説明も

併せてさせていただきますので、ご意見をいただければと思っているところでござ

います。 

 本日は忌憚のないご意見をいただきながら、またしっかりそれを活かして地域に

届けていきたいと思っていますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

３．委員紹介 

 

 司会（北上川下流河川事務所） 続きまして、委員出席者のご紹介に入らせてい

ただきます。お手元にお配りしました出席者名簿をもって紹介に代えさせていただ

きたいと思います。 

 なお、●●委員、●●委員及び●●委員におかれましては、所用により欠席とな

っております。 

 また、東松島市長、●●委員におかれましては、代理といたしまして副市長の●

●様にお越しいただいております。 

 

 ●●委員代理（●●委員） よろしくお願いいたします。 

 

 司会（北上川下流河川事務所） 大崎市長、●●委員におかれましては、代理と

いたしまして、副市長、●●様にお越しいただいております。 
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 ●●委員代理（●●委員） お願いします。 

 

 司会（北上川下流河川事務所） それでは、これから議事に入らせていただきま

す。これからの議事進行につきましては、懇談会規約に基づき、●●座長にお願い

したいと思います。 

 それでは、●●座長よろしくお願いいたします。 

 

 座長 座長を仰せつかっております東北大学の●●でございます。よろしくお願

いいたします。 

 先ほど調査官からお話ありましたように、現在流域治水のプロジェクト等進んで

いるところでございますけれども、本日のメインの議題としましては事業評価とい

うことです。皆様方ご案内のとおり、ここで議論して、その結果が局の親委員会の

ほうに上がっていくと、そういう手続の会議が本日のメインのトピックでございま

す。それに先立ちまして、行政委員の代理出席ということです。多分これまでもあ

ったとは思うのですが、制度上それがきちんと位置づけられていなかったというこ

とです。まず事務局からご説明お願いいたします。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） 事務局の北上川下流河川事務所事業対策課の

伊藤と申します。どうぞよろしくお願いします。着座にて失礼いたします。 

 行政委員の代理出席について説明させていただきます。お手元の懇談会の規約、

参考資料―１をご準備願います。１枚ものになっています。 

 第3条を御覧ください。第3条の組織等の第3項において、委員の代理出席は原則

として認めないとございます。本日は、行政委員において代理出席をしていただい

ております。行政委員におかれましては、地元地域住民の代表といたしまして責任

のある立場の首長さんの皆さんにお願いしているところでございますが、やむを得

ず欠席される場合がございます。そのため、行政委員の代理出席について、委員と

して認めていただきたく、今後規約の改正の提案を行いたいと思っております。 

 本日の学識者懇談会における行政委員の代理出席については、懇談会の運営に関

する規約の第9条、懇談会の運営に関し必要な事項は座長が懇談会に諮って定める
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とございます。これに基づきまして、ご審議いただくようお願いいたします。なお、

現時点で委員総数11名中6名の委員に出席いただいてございます。 

 よって、懇談会規約第3条3項において、懇談会は委員の総数2分の1以上出席をも

って成立するということに基づき、本懇談会は成立しておりますが、代理出席者の

方々を加えますと、委員総数11名中8名の委員の出席となることを報告いたします。 

 以上、事務局から1番目の行政委員の代理出席についての説明でございます。 

 

 座長 ありがとうございました。本日については、第9条で読めるので、それで

運用するが、今後改正するような形でというお話でございました。 

 何かご発言ございましたらお願いしたいと思います。 

 

 「なし」の声 

 

 座長 では、特にございませんので、これでお認めいただきたいと思います。 

 

４．議  事 

 （１）鳴瀬川床上浸水対策特別緊急事業（吉田川）の事業再評価について 

 

 座長 それでは、本日のメインの審議事項でございますけれども、鳴瀬川床上浸

水対策特別緊急事業（吉田川）の事業再評価についてということで、事務局からご

説明お願いいたします。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） 引き続き事務局でございます。 

 初めに、事業評価についてということで、現場の進捗状況につきましてドローン

の映像についてご紹介させていただきたいと思います。委員の方々におかれまして

は、後ろ側のスクリーンになりまして大変恐縮でございますがご覧ください。 

 11月の初旬、1か月前のドローンの動画を5分程度で紹介させていただきます。本

事業、床上浸水対策特別緊急事業ですが、吉田川、竹林川、善川の3川合流直上流

の動画でございます。 

 初めに、吉田川の3.5キロ区間の事業の紹介でございます。手前側が落合橋、右
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手の道路が県道塩釜吉岡線になってございます。赤い橋が見えてございますが、東

北自動車道です。この区間は、左手が竹林川です。今上流に向かって進んでござい

ます。この辺は河道掘削が終わっているところでございます。間もなく舞野大橋が

見えてきます。この辺も河道掘削がもう対応済みの区間になってございます。 

 左側です。旧河道が見えておりまして、ここから上流ですが、直線河道化してい

るところでございます。 

 右手の奥のほうに大和町の市街地が見えてきているところでございます。この橋

が北河原橋ということで、黄色のところが今後河道掘削を対応するところの場所を

示してございます。 

 左側、青のところに護岸がありまして、この改築も行っていき、上流側、黄色の

ところにあるこの出っ張っているところ、ここの河道掘削を行うところです。白い

護岸が見えます。ここは令和元年東日本台風の災害で対応したところでございま

す。黄色の範囲が今後予定している河道掘削の場所でございます。この区間に関し

ましても、河道掘削は終わってございまして、間もなく丸古渕橋が見えてくるよう

な状況でございます。この辺も河道掘削が終わっているところです。 

 右手のほうに、県の河川で洞堀川という合流地点でございます。ここの直上流の

ところ、今年度、河道掘削を進めているところでございます。 

 丸古渕橋でございます。左手、黄色の部分も河道掘削していくところ、今後予定

しているところです。 

 ここで湾曲してございます。この辺も今後河道掘削をしていくところになってご

ざいます。上流側、4号線がございまして、高田橋が直轄上流端、ここまでが3.5キ

ロ区間、国側で対応するところになってございます。橋よりも上流側ですが、宮城

県で床上浸水対策特別緊急事業として、掘削と築堤を4.5キロ区間対応していると

ころでございます。 

 続きまして、もう一つ竹林川遊水地の進捗状況を紹介させていただきます。竹林

川遊水地ですが、約60ヘクタール、湛水容量が62万立米の遊水地でございます。今

見えているところが下流側ですが、竹林川遊水地の排水樋門になります。左手が竹

林川で、上から下に流れてございます。上流側からのアングルになります。緑が越

流堤の部分でございます。 

 右手のほうに旋回してまいります。緑のところが越流堤で260メートルほどにな
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っています。今上流側の周囲堤の部分を走ってございます。ダンプが通っています

が、その右手の茶色の部分が周囲堤の天端になっております。 

 地内ですが、田んぼがそのまま営農できるようにということで、補償工事で用排

水樋門の設置をしてございます。 

 こちらは越流堤の施工部分です。重機が乗っているところが越流堤の天端部分に

当たるところでございます。 

 こちらは湛水後、排水する排水樋門、下流端の排水樋門の状況でございます。 

 もう一つ、善川遊水地になります。善川と奥田川の合流点、直上流の左岸側に設

置する排水樋門でございます。竹林川遊水地と同様に下流側に排水樋門を施工中で

ございまして、今仕上げの段階になってございます。上流側からのアングルです。

今白い建物がNTTの局舎でございます。その周りを周囲堤の工事を今進めていると

ころです。今、善川の上流端に来ています。 

 緑の部分が越流堤部分でございます。こちらのほうは270メートル施工を予定し

てございます。 

 こちら排水樋門です。こちらのほうは、今仕上げの工事を行っているところにな

ります。 

 こちら遊水地の上流側の周囲堤の部分です。先に構造物関係の施工が終わってお

ります。これから築堤工事も進めるところです。周囲堤の山際の部分になります。

大衡村の村道がございまして、村道の付替箇所の施工を今、進めているところでご

ざいます。重機が盛んに今動いているところでございます。 

 奥側に赤いラインがあります。奥田川沿いの周囲堤の位置を表してございます。 

 以上、現場の状況でございました。 

 それでは、引き続き資料のほうをご説明させていただきたいと思います。お手元

の資料で青い帯になっている「河川事業再評価 鳴瀬川床上浸水対策特別緊急事業

（吉田川）説明資料」でございます。ご準備お願いします。 

 ページめくっていただきまして、ページ番号が右上に記載してございます。２ペ

ージ目へまいります。１つ目の項目として、床上事業ですが、再評価の流れについ

て、このページで整理してございます。今回は、下のオレンジ色の部分、第１９回

の学識者懇談会になります。本事業は、国交省の公共事業再評価要綱の事業採択後、

長期間が経過した時点で継続中の事業に該当しまして、このことから事業の再評価
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を実施するものでございます。本日の審議いただいた結果につきましては、来週

12月13日に予定しております、下の部分、整備局の事業評価監視委員会において報

告する流れとなってございます。 

 続いて、2つ目の項目です。河川事業の概要と経緯でございます。3ページ目へま

いります。右側に本事業の概要を整理してございます。事業の目的に関しましては、

整備計画において近年最大洪水である関東・東北豪雨と同規模の洪水被害が発生し

ても床上浸水等の重大な家屋浸水被害を防止するため、また水田等農地についても

浸水被害の軽減に努めることを目的に実施している事業でございます。 

 次に、事業の内容でございます。支川の竹林川、善川において、それぞれ一つず

つ遊水地を整備、併せて本川吉田川3.5キロ区間において堤防の整備や河道掘削を

実施するものでございます。それから、事業費は約128億円、事業期間につきまし

ては平成29年から令和4年度までの予定となっています。 

 4ページ目へまいります。鳴瀬川、吉田川の河川事業の経緯を整理してございま

す。左側に河道の変遷をまとめてございます。流域は低平地という地形特性から水

害が多発し、江戸時代、明治時代と古くから河川の取り付けや新川開削などの対策

を行っております。 

 右側の昭和時代には61年洪水を契機とした激特事業や全国初の水害に強いまち

づくりモデル事業を推進してきた流域でもございます。 

 続いて、3つ目の項目、事業を巡る社会経済情勢等の変化について、10ページま

で整理してございます。 

 5ページ目へまいります。災害発生時の影響について整理してございます。図面

につきましては、平成28年6月に公表しております想定最大規模の浸水想定区域図

に下の表にございます重要施設等をプロットさせていただいております。鳴瀬川、

吉田川沿川については病院、小学校などの災害時要援護者施設、警察など防災の拠

点、国道4号、東北本線などの基幹交通施設が存在してございます。このため、洪

水が発生するとこれら重要施設が浸水し、甚大な被害が想定されることから治水安

全度を向上させる必要がございます。 

 6ページ目へまいります。過去の洪水被害でございます。過去に昭和61年8月洪水

では、堤防の決壊により吉田川沿川では甚大な浸水被害が発生、平成14年、23年に

は上流部で床上浸水が発生してございます。近年では、令和元年台風により甚大な
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被害が生じているような状況でございます。 

 7ページ目へまいります。災害発生の危険度でございます。吉田川の地盤標高図

や縦断図、地形特性等をお示ししているところでございます。吉田川上流部は支川

善川、竹林川の合流によって洪水流が集中する河道であり、中下流部においては勾

配が緩くなっており、低平地を流下するため、一度堤防が決壊すると氾濫被害が拡

大しやすく、浸水被害が長時間に及ぶ地形特性を有してございます。 

 続きまして、8ページ目を御覧ください。地域開発の状況でございます。本事業

箇所の大和町、大衡村は、東北道インターチェンジや国道4号等の交通施設の整備

がされたことにより、大規模な工業団地の造成がされ、国内有数の大企業が相次い

で進出しているところでございます。 

 8ページ目の右に出荷額、左に人口等の変遷を示してございます。工業出荷額や

人口が増加している状況となってございます。 

 ９ページ目へまいります。要望等についてということで、江合川、鳴瀬川、吉田

川、3川河川改修促進期成同盟会から要望書が提出されてございます。吉田川上流

部の遊水地群の整備や河道掘削などの緊急的かつ強力な治水対策を引き続きお願

いしますと要望されてございます。今年10月の整備局長へ提出いただきました要望

書を今記載させていただいてございます。 

 10ページ目へまいります。減災対策協議会についてでございます。水防災意識社

会の再構築を行うことから、平成28年3月に減災協を設立し、同年7月に取組方針を

東北として初めて策定してございます。大規模災害に対しましては赤枠の部分、

「逃がす・防ぐ・取り戻す」ことにより、氾濫被害の最小化を目指すということで、

構成機関がおのおのの実施の目標を掲げ、取組状況の確認や実施目標のフォローア

ップを目的とした協議会を毎年開催、今年度は7月に開催しているところでござい

ます。 

 11ページ目へまいります。地域の協力体制の3つ目としまして、「吉田川・新た

な水害に強いまちづくりプロジェクト」でございます。昭和61年8月の大洪水を契

機に実施した全国初の水害に強いまちづくりモデル事業について、令和元年東日本

台風の大規模な氾濫被害を踏まえ、より水害に強いまちづくりを目指し、令和2年

1月に新たな取組をまとめました。引き続き関係機関が連携を図りながら具体化に

向け、検討及び各種取組について実践しているところでございます。 



 

9 

 続いて、4つ目の項目、事業の投資効果について、18ページ目まで整理してござ

います。 

 12ページ目へまいります。算定方法でございます。左側、効果の部分、洪水調節、

残存価値と右側の表の部分、建設費と50年間の維持管理費の比較により評価してお

ります。 

 13ページ目を御覧ください。費用対効果分析でございます。前回の算定条件の比

較ということで、前回平成28年度の変更箇所を赤字で記載させていただいておりま

す。①の河道条件、②の資産データ、評価額等、④のその他について、最新データ

と最新のマニュアルに基づいて算出してございます。④のその他、治水経済調査マ

ニュアル（案）については15年ぶりの改訂ということになっておりまして、昨年の

18回の懇談会においても鳴瀬川総合開発事業の事業再評価にてご審議いただいた

ところでございます。③の事業費・事業期間でございます。全体事業につきまして

は、前回の128.2億円と同額でございます。詳細については、後ほどご説明させて

いただきます。 

 14ページ目を御覧ください。費用便益比でございます。前回評価を右側、今回の

評価を左側に整理させていただいております。事業全体に要する費用につきまして

は、約133億円でございまして、事業実施による総便益につきましては約261億円と

なっております。これを基に算出いたしますと、費用便益比については約2.0とい

うことになってございます。令和４年度以降の残事業に要する総費用については約

17億円、総便益については約152億円ということで、費用便益については約9.1とい

うような状況になっております。 

 15ページ目へまいります。感度分析でございます。感度分析に関しましては、事

業評価の精度や信頼性の向上を図るため、将来の不確実性を考慮いたしまして感度

分析を行っているところでございます。残事業、残工期、資産それぞれでプラス・

マイナス10％の変動をした場合の費用便益比を算出してございます。全体事業、残

事業ともに全てのケースで費用便益比は１以上というような結果となってござい

ます。 

 16ページ目を御覧ください。被害項目の一覧でございます。前回の評価、今回の

評価に見込んでいる被害防止便益は、治水経済調査マニュアルで青色の部分に集計

してございますが、貨幣換算化されている項目を算定してございます。今回マニュ
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アルに示されている便益として、今後計上されるオレンジ色の部分の貨幣換算化さ

れていない項目について、赤で囲んだ項目についての効果を参考に試算し、17、18ペ

ージに整理しております。 

17ページ目にまいります。人的被害に関する試算でございます。平成27年の関

東・東北豪雨と同規模の洪水が発生した場合、本事業の完成により右下の表を御覧

ください。浸水面積は約450ヘクタールの減少、浸水世帯数、浸水範囲内の人口の

浸水被害は解消され、災害時要援護者数は約860人の減少が見込まれます。 

 続いて、その他の被害指標についての試算でございます。18ページ目へまいりま

す。下の表を御覧ください。交通途絶による波及効果について、主要道路の国道４

号、東北自動車道へのアクセスが不可能となる大和インターの浸水被害解消が期待

されます。また、防災拠点施設である黒川高校、指定避難所ですが、浸水被害解消

が期待されます。 

 続いて、5つ目の項目、事業の進捗状況について、先ほど動画も御覧いただいた

ところでございますが、19ページ目へまいります。右上のグラフでR3年時点の進捗

状況について、6つのグラフで整理してございます。上から築堤、河道掘削、善川

遊水地関係、竹林川遊水地関係で、残りの事業は赤色で示してございます。令和3年

度には､竹林川遊水地が概成する予定でございまして、令和4年度には吉田川の河道

掘削、築堤、善川遊水地の整備を完了する予定でございます。 

 20ページへまいります。状況写真です。先ほど動画で御覧いただきましたので、

割愛させていただきます。 

 続いて、6つ目の項目、今後の事業スケジュールについてでございます。21ペー

ジ目へまいります。左の表で、平成29年度から令和4年度までのスケジュールにつ

いて、バーチャートで整理してございます。 

 続いて、7つ目の項目、コスト縮減や代替案立案などの可能性についてでござい

ます。 

 22ページ目へまいります。１つ目のコスト縮減の方策についてでございます。コ

スト縮減の方策としましては、河道掘削で発生した土について土質改良を行い、遊

水地の築堤土として流用し、コスト縮減に努めております。また、作業の効率化に

よる工期の縮減や省力化の観点から、真ん中の写真ですけれども、トータルステー

ションを用いた出来形管理の実施や、IT建機により省人化に努めております。また、
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右下の写真でございますが、越流堤の構造について、整備局内の事業VE検討会にお

いて、施工性、維持管理性、経済性の観点から総合的に比較検討を行い、コスト縮

減に努めてきたところでございます。 

 下の2つ目の代替案の立案の可能性についてでございます。代替案の立案の可能

性については社会的影響、環境への影響及び事業費等を考慮いたしまして、現計画

が最も妥当というような判断をしてございます。 

 23ページ目へまいります。宮城県への意見照会でございます。事業評価の対応方

針について、意見照会をさせていただいております。宮城県からは、事業の継続で

異議ありませんというご回答をいただいているところでございます。 

 最後のページ、24ページを御覧ください。対応方針の原案でございます。ここま

で説明させていただきました①事業の必要性に関する視点、②事業の進捗の見込み

の視点、③コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点、④貨幣換算が困難な効果等

による評価、⑤地方公共団体等の意見を整理させていただいておりまして、対応方

針の原案といたしましては、吉田川における床上浸水対策特別緊急事業の必要性、

重要性に変化はなく、事業の投資効果が確認できることから、事業を継続とするこ

とが妥当と考えるとしたく、審議いただきたいと思います。 

 以上が事務局からの説明となります。 

 

 座長 ありがとうございました。 

 それでは、審議に移りたいと思います。委員からご発言、ご質問等、何でも結構

ですので、よろしくお願いいたします。 

 では、私から1つだけお聞きしたかったのは、以前のこの場で、以前の県管理区

間を直轄に編入して上流のほうまで広げたというお話がありました。それにより、

前回実施した事業評価と状況は変わっているのかなとは思うのです。その辺が与え

た影響とかというのはあるのでしょうか。あるいは全体の事業費に比べると微々た

るもので、それがどうこうということはほとんどないというようなことでしょう

か。いかがだったでしょうか。およその全体的な感じでいいですけれども。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） 善川の部分を延伸してございます。その件に

関しましては、築堤と河道掘削を行うことにしておりまして。 
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 座長 そこは事業費は増えるけれども、便益を受ける場所も広がってくるので、

今のB/Cの計算の中ではそんなに大きく効いているものではないということでしょ

うか。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） もともとの県管理区間を延伸して、今回善川

の遊水地事業をしております。最初の事業評価の事業費約128億円は、その事業費

で計算してございますので、今回と条件は変わってございません。 

 

 座長 そうですか、ではその前と比べたらどうでしょう、何か大きく変わったも

のはあるのですか。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） 延伸しておりますが、事業を始めた時点では、

もう既に延伸が終わってございますので、今回の事業評価の内容については変更が

ないという状況です。 

 

 座長 延伸をする前にも事業評価やっていなかったんでしたっけ、その時点でも

やっているのですよね。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） はい。 

 

 座長 延伸というのは、私自身もあまりお聞きする機会なかったのだけれども、

そういうものがあるとどう変わるものなのかなという、そこのところだけ聞きたか

ったのですけれども。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） 前回の評価時点では、もう既に延伸後の善川

のほうの遊水地も入った上での評価になってございます。 

 

 座長 その入っていないというか、直轄を延ばす、前はやっていないのでしょう

か。 
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 事務局（東北地方整備局） 先生、これ例えば19ページには善川遊水地というの

が一番上段にありますが、そこの部分だけの延伸です。整備する箇所だけの延伸で

す。 

 

 座長 するとB/Cの中では何にも変わりはしないと。 

 

 事務局（東北地方整備局） 変わってくるものではありません。ためるエリアの

部分にかかるところだけを今回延伸していますが、その効果はためる部分から下流

のところの効果ですから、延伸がイコール、コスト、ベネフィットに関わってくる

かというとそうではなかったということです。 

 

 座長 そういうことではないわけですね。 

 

 事務局（東北地方整備局） はい。 

 

 座長 そうですか、分かりました。私からは以上です。 

 ほかにございましたらお願いします。 

 では、●●先生。 

 

 ●●委員 2つあるのですけれども、全然違うのですが、14ページのB/C、残事業

で見ると9.1ということで、費用便益比かなりでているのですけれども、ちょっと

気になったのが総費用がかなり上がっているのですけれども、これ何で上がってい

るのかというのが１つと、もう一個はちょっと気になったのが18ページで、四角で

くくっているところの上から2つ目のところで、防災拠点施設である黒川高校の浸

水の被害解消が期待されるとあるのですが、指定避難所でこうやって浸かってしま

うということですよね、現時点では。ちょっとこれが気になるのですけれども、こ

れ恐らく運用で気をつけているのだとは思いますが、どうなっているのかというこ

の点、2点を聞きたいというふうに思います。 
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 座長 2点お願いします。 

 

 事務局（東北地方整備局） 事業整備する整備内容そのものも予算的にも変わっ

ておりません。それを現在価値化するというルールに基づいて行うとこの金額差に

なっているという理解でいいのかな。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） はい。現在価値化前ですが、例えば地内水路、

遊水地の中の地内水路の部分、前回は2億6,000万円程度の金額が今回6,000万円程

度に増えているというところもある一方、周囲堤の施工、囲繞堤の部分で減ってい

るところもあります。トータル的に考えて事業費が変わらないということで、今回

お示しさせてもらっているところもございます。 

 

 ●●委員 ということは、現在価値化したときの年度がこれ違うように表記され

ているのですか。 

 

 事務局（東北地方整備局） そうです。計算上の違いだけです。 

 

 ●●委員 それは、何か分かるようにしたほうがいいと思います。これだと25億

円も上がっているように見えるのですけれども。 

 

 事務局（東北地方整備局） 整備費が上がっているように見えるということです

よね。 

 

 ●●委員 はい。 

 

 事務局（東北地方整備局） そういうことではございません。 

 

 ●●委員 それは、だからこの年度を合わせると分かりやすくなるかなと思いま

すし、あるいは気をつけるように書いておいたほうがいいと思います。これぱっと

見た瞬間に、上がっているように見えます。 
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 座長 はい。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） 北上下流の石田でございます。本日はどうも

ありがとうございます。 

 先生からご指摘いただいたことの参考的な資料になるかと思いますが、資料2の

12ページをお開き下さい。小さい字で恐縮でございます。感度分析と書いてありま

す。この表の中に今回床上事業を実施した経緯が記載されているのですが、平成

29年から令和元年までにどれだけの費用をかけた、あるいはかける予定で事業を展

開していくかということを整理させていただいております。右のほうに目を移して

いただくと、費用(C)というところに建設費との費用の欄と現在価値のお金を掲載

させていただいておりまして、費用というのは実際にかかったお金で、これを令和

3年度の評価の価格に現在価値化をすると、この値になりますねということで表を

整理させていただいています。この費用を足し算をすると127億円になって、その

他維持管理費を足し算すると133.1億円というのがこちらにでています。平成29年

に行った事業評価と同じように、大体これぐらい年度でお金を使っていって、それ

を平成29年の価格で評価したものがあるのです。ですので、先生がおっしゃってい

るのは、こういうものを明らかにしておいて、どれだけの変化があったのかという

ことを整理しておいたほうがいいよねというご指摘だというふうに思います。 

 

 ●●委員 まだ、そこまではまだ。この表を見た瞬間に25億円も上がっているよ

うに見えてしまうので、年度を合わせたほうが本当はいいと思いますけれども、現

在価値換算した年度、これR3でやっているのですよね。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） はい、そうです。 

 

 ●●委員 こっちもR3で書き直したほうがいいと思いますけれども。そうする

と、上がってないかというのが最初に分かって、もし万が一上がっているようであ

ればどの項目が上がっているかという整理をするといい。上がっていなければ整理

する必要もないと思います。 
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 事務局（北上川下流河川事務所） すみません、ありがとうございました。 

 

 事務局（東北地方整備局） 表現の仕方を少し工夫したいと思います。 

 

 ●●委員 全然違う年度だったら、このままでは分からないでしょう。 

 

 事務局（東北地方整備局） そうですよね。 

 

 座長 親委員会に上がっていっても同じようなことがでてくる可能性もあるの

で、お願いしたいと思います。 

 

 事務局（東北地方整備局） 当初の事業費を変更せずに進めらよう、努力してお

ります。 

 

 座長 重要なポイントなので、そこはね。 

 

 事務局（東北地方整備局） はい。 

 

 座長 ありがとうございました。 

 では、もう一件ですね。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） もう一点、18ページ目の黒川高校が指定避難

所の件でございますが、ここは、今回の事業を進めますと浸水被害が解消されると

いうことになってございます。 

 

 ●●委員 解消されるのですか。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） はい。 
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 ●●委員 解消されるから、今後は問題全くないということですね。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） はい。 

 

 ●●委員 ほかにはこういった指定避難場所で浸かるような場所というのはあ

るのですか、その場合はどういうふうに気をつけているのですか。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） あと残るのが、18ページ目の平面図ですが、

事業実施前と、事業後という形で、浸水被害を表しております。事業実施後ですと

黄色の部分、竹林川遊水地の上流部分、ここの農地の部分だけが浸水被害残ること

になっています。 

 

 ●●委員 農地なので、ここが避難になることはないので、大丈夫ですね。今後

は大丈夫ですね。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） はい、大丈夫でございます。 

 

 座長 ありがとうございました。 

 では、●●先生お願いします。 

 

 ●●委員 全体としてはとてもよく分かるのですけれども、私の解釈が弱いとこ

ろがあって、お願いしたいのですけれども、全体計画は平成29年につくり始めたと。

遊水地計画は、平成29年の段階で入っていたのでしたっけ。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） 平成29年度に新規採択になりましたが、その

ときから遊水地２つというのは入ってございます。 

 

 ●●委員 それは安心しました。ちゃんと最初から考えていて、たまたまそこに

追い打ちかかって、やっぱりこの計画は正しいのだという、そのシナリオでいいの

ですよね。そこのシナリオが明確に、その流れを示していただかないと、意地の悪
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い見方をすると慌てて遊水地をつくったというようなイメージを持ってしまわれ

るのではないかと、予算はちゃんとあらかじめ取っていたということであればちっ

ともおかしくないのですけれども、少し不安になったものですから、そこら辺の時

系列の整理をお願いします。 

 

 座長 お願いします。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） 北上下流の石田でございます。この床上の事

業というのは、平成27年の出水が再び起きても家屋に浸水を与えないようにという

整備目標を立てて治水計画を立てています。それには堤防の整備や河道の掘削、2つ

遊水地をつくりますというパッケージでこの事業が成り立っています。この事業計

画を立案して走り出しているのが平成29年度からです。つまり、平成27年に被災を

しているのに平成29年に出発しているのです。この間に何があったかというと、こ

の間に鳴瀬川水系河川整備計画というのを変更しています。先生おっしゃるよう

に､治水というのは場当たり的につまみ食いしているわけではなくて、全体の計画

論があって、その中の段階的な整備をやっていくという王道をつくっていかなけれ

ばなりません。そういうことを考えたときに、この計画がなぜ２年遅れたかという

と、その2年間の間に河川整備計画というのを変更しました。鳴瀬川水系の全体の

治水計画を立てて、その中でのこの位置づけを明確にして事業化を進んでいるとい

うことになっているので、きちんと刻んで全体の中で何を意味しているのかという

ことは、計画の中でも検証しながら事業を進めさせていただいているということで

ございます。 

 

 ●●委員 ぜひそれがはっきりと見えるような形でだしていただければ、税金を

使った意味というのが非常にはっきりと意義のあるものだと分かると思いますの

で、ありがとうございます。 

 

 座長 ありがとうございました。後ほどお話があるのだと思うのですけれども、

気候変動で大変な雨の降り方になってきます。こういった計画でものみ切らない洪

水が発生し得るのだという、そういうお話が後ほどでてくるのだろうと思います。
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こういった形で計画を進めているということを確認させていただきました。 

 そのほかにご発言ございましたらお願いします。 

 では、先生。 

 

 ●●委員 本事業の進捗状況というのは、非常に進んでいると思うのですが、そ

れでさらに19ページに工種別の進捗状況を図示していただいて、非常に分かりやす

いのですけれども、本事業全体で、参考までに今時点で事業費ベースで進捗率何％

という数値はだせるのでしょうか。 

 

 座長 お願いします。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） 全体事業費ですが、事業費ベースでいきます

と残り1年というのがございまして、大体8割ぐらい進んでいるところでございま

す。 

 

 ●●委員 80％。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） はい。堤防整備に関しまして、一番上ですが

事業費ベースで24％ぐらいになっています。今赤の部分が多いグラフになってござ

います。河道掘削で95％ぐらいという形、あと下の部分、遊水地の関係ですが、善

川遊水地で85％、あと竹林川遊水地のほうは100％という緑色になっています。 

 以上でございます。 

 

 ●●委員 普通の河川整備事業の中では、これだけ進捗きちんといっているとい

うのは､逆に珍しいのかなという感じがするのですが、それでもちろん個人的には

この事業継続全く異論ないのですけれども、本論とちょっと外れたことで、本日配

付していただいている資料のこれは４ページですか、左側に鳴瀬川、吉田川の河道

の変遷という図、3期にわたって示していただいているのですが、その中で原始河

川、それから真ん中の江戸時代の河川図の中で、品井沼を経由して小川を経て鳴瀬

川に入っていったと、それはいいのですが、そこを過ぎた後、「吉田川」という川
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の名前になっているのです。原始河川、それから江戸時代、これはこの時代には吉

田川ということはないと思うのです。多分、吉田川が鳴瀬川と背割りして通水され

たのが昭和15年ぐらいですから、一番下の明治以降のやつは分かるように書いてあ

りますけれども、ここの部分は河川の名称を入れるのだったら、鳴瀬川に改めても

らえればと思います。インターネットで引くと特にこの図がやっぱりでてくるので

す。そっちのインターネットにでてくる情報のものも庶民のために分かりやすいよ

うに修正していただいておけばありがたいかなと思います。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） 北上川下流の石田でございます。先生のご指

摘のとおりでございまして、自分のPRになってしまって恐縮なのですが、11月28日

に吉田川の流域治水シンポジウムを開催し、吉田川と鳴瀬川の治水施設の変遷につ

いてご説明をさせていただきました。実はそのときにつくったシンポジウムの資料

は、間違っているところが沢山あることに気づいていて、その際の資料に修正をさ

せていただきます。例えば吉田川と鳴瀬川が本当は石巻湾のほうに注いでいるはず

なのにその線が消えていたりするなど、沢山間違いがあり、実はシンポジウムのと

きに直してご説明させていただきました。訂正をさせていただきますので、よろし

くお願いします。 

 

 座長 これは歴史的にも大変著名な場所なので、大事なことかと思います。よろ

しくお願いします。 

 では、●●先生お願いします。 

 

 ●●委員 この吉田川ですね、5年ぐらいのかなり短い周期で､場所が若干ずれた

にしろ、非常に大きな水害が連発しているということなので、この事業に対する期

待というのは地元は非常に大きいかと思います。なので、ぜひ迅速に進めていただ

きたいというふうに感じた次第であります。 

 それで、もともと27年の洪水が契機だったのですけれども、2年前、令和元年も

またあったところでして、被災場所という意味では中流か上流かで若干ずれている

のですけれども、今回のこの事業が2年前のほうに対してどの程度効果がでるのか

というところも､これ以外の事業もいろいろ進められているので、なかなかこれが
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これぐらいというのは切り分けは難しいのかもしれないですけれども、ざっと教え

ていただければなというところがありましたけれども、何か分かりやすく、あるい

はあれですよね、たしか令和元年のときにも上流のほうでも若干何か所か越水か何

かしていたりとかあったと思うのですけれども、そういったところにも今回の遊水

地とかそういったところが効果がでるのかとか、あるいは中流、下流のほうにもど

の程度効果があるのかみたいなところのご説明があると非常にいいのかなと。 

 

 事務局（東北地方整備局） おっしゃるとおりで、先ほど言った、この床上事業

そのものの整備が終わらないうちに、実際は被害を受けています。吉田川中下流で

被害があったということで、中下流の整備も当然必要なのですが、上流の今回の床

上が終わることを念頭に入れて中下流の整備の計画を立てております。その整備

は、大きな堤防決壊などもあったものですから、災害復旧事業となります。では、

災害復旧として新たに立ち上げたものを事業評価をしたかというと、そうではあり

ません。それは、災害復旧だからなのですが、さきほど石田所長が言ったように、

河川整備計画としては一気通貫で全体としての効果になるものですから、この学識

者懇談会でも審議いただいている河川事業全体としての事業評価の中に今言った

床上事業や、この後にやっている災害復旧の事業も含めて全体として効果がどのぐ

らいあるかというのをお示しすることになります。これも5年なりスパンでしっか

り再評価していくことになります。その中で進めていること自体を評価いただいて

効果もお見せできるということになりますので、またこの委員会の中で何か変わっ

てきたものがあれば、そのようなものも最新のデータを使いながら評価して､常に

見ていただきながら事業をしていくということになると思います。今回は床上事業

の評価ですから、この事業に絞っております。少し分かりづらいのですが、さきほ

ど言った全体としてのまとまりというのが大事なので、そのようなチェックの仕方

をしていただいているというようにご理解いただければと思います。 

 

 ●●委員 分かりました。私の質問、今指摘いただいたといいますか、今回の再

評価の話の枠からずれてしまったところもあるので、また別の機会にでもそういう

意味ではお示しいただくということで。 
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 事務局（北上川下流河川事務所） 座長よろしいでしょうか。令和元年東日本台

風の後に大規模災害関連事業という事業を入れまして、吉田川全川にわたって掘削

する事業を今実施してございます。令和元年東日本台風に対しての床上事業だけの

効果ではございませんが、床上事業が終わり、大規模災害関連事業が終わると今の

落合の基準点のところで約1mほど水位低減が図れるという試算がでてございます。

床上単独だけでは出せてございませんので、あくまでも大規模災害関連事業と床上

事業の河道掘削も併せた評価としては1mぐらいの効果ということでございます。 

 

 ●●委員 ご説明ありがとうございます。1m、もの凄い効果だと思います。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） 実は先ほど整備計画の中でのこの事業の位置

づけや、床上事業が終わった後の事業効果はどうなのですかというようなお話を先

生から再三ご指摘をいただいています。河川事業が川に働きかけをしたときにどれ

だけの効果がでるのかというを見せながら仕事をしていったほうがよいというア

ドバイスだと私は感じました。我々行政は事業の見える化ということについては取

り組んでおりますが、先生からのご指摘も踏まえて、そういったところを意識しな

がら仕事をしていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 座長 よろしくお願いします。今回は事業評価という枠組みで、こういった形で

報告頂きました。今後、流域治水の中でいろんなメニューを組み合わせて、それが

どう効果的であるか、そういったことをこれからこの場で話をしなくてはいけな

い、そういうことなのだろうと思います。よろしくお願いいたします。 

 そのほかにございましたらお願いいたします。いかがでしょうか。 

 お願いします。 

 

 ●●委員 今回のこの遊水地2か所やって、地役権設定は最終的にやられたので

しょうか。それから、最終的な補償はどういう形になったのか、参考までにお聞か

せいただければと。 

 

 座長 お願いします。 
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 事務局（北上川下流河川事務所） こちらの2か所の遊水地ですが、地役権を設

定して補償のお金はお支払いをしているという形になります。厳密にどれだけのお

金を払ったかというのは、この場所で私が幾らですというのが適切ではないと思わ

れますので、答弁としては差し控えておくようにしますが、この事業は広大な土地

を、地役権を地元の地権者の方にご了解を得てセットをするということで、しかも

時間が限られた事業になっています。そういう意味では、地域の方々に本当にご協

力、ご理解をいただいて、この短い時間にセットができて、遊水地ができます。し

かも、当初遊水地は令和4年度に完成させる予定だったのですが、竹林川遊水地に

ついては１年前倒しして運用ができるような形になりました。そういった地域の方

々のご協力というのをしっかり受け止めて、治水の効果を上げるということに尽力

していきたいと思っております。 

 また、地役権の話につきましては、お話しできるところで先生にご説明をさせて

いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

 座長 ありがとうございました。 

 そのほかにご発言ございますでしょうか。 

 お願いします。 

 

 ●●委員 今、遊水地の話がありましたけれども、遊水地のプロジェクト評価の

方法というのはマニュアル化の中に入っているのですね。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） マニュアル化の中に入っているかと、当然河

川の事業として､例えば遊水地でも、ダムでも、河道掘削でもいいですが、そうい

う働きかけをしたときに、どれだけ氾濫が減るのかという計算をします。そのため、

そういう意味ではある一定の考え方に基づいて算定をするという意味では、しっか

り位置づけがあるとご理解いただいていいかと思います。 

 

 ●●委員 その遊水地部分の経済的な費用があるのですけれども、それはカウン

トされているのですね。 
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 事務局（北上川下流河川事務所） 遊水地部分だけではなくて、今回床上の事業

として。 

 

 ●●委員 もちろんそちらは当然なのですけれども、遊水地部分について。 

 

 事務局（東北地方整備局） 全体でセットでの効果にしかならないです。 

 

 ●●委員 セットでいいのですけれども、セットの計算する際に、遊水地部分で、

言ってみれば畑が浸かるわけですよ、水で。そうすると、経済的な被害、要するに

世の中からその分なくなってしまうのです。その部分をちゃんと入れなければいけ

ないのですけれども、それは入っているのですか。今確かめてもらわなくてもいい

のですけれども、そういうのを入れないと本当はいけないです。 

 

 事務局（東北地方整備局） そこは確認しておきます。恐縮です。 

 

 座長 よろしくお願いします。 

 

 ●●委員代理（●●委員） 鳴瀬、吉田川の最下流部の東松島市副市長の●●で

ございます。今日は再評価について説明をいただきました。私ども下流部といたし

まして、特に遊水地の整備と、それから河道掘削については最下流部の急激かつ大

規模な洪水を緩和することになるのだろうということでありまして､賛同を表して

推進していただきたいと考えております。 

 また、この場で私も何度か申し上げておるのでありますが、特に下流部、私ども

の市でいいますと今回、今日紹介していただいた吉田川に関しては、右岸の本市か

ら松島町に向かう途中の堤防が低く、かつ狭い箇所が、そしてかつその上には宮城

県の道路が乗っかっているといった箇所があって、東北地方整備局及び北上川下流

河川事務所には度々要望等をしておりますけれども、その整備をよろしくお願いし

たいといったこととともに、あとは一部これは農林水産省及び県の農地サイドの事

業も入り込んで、排水がなかなか困難なところがありますので、そういったところ
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の今後の改善についても下流部としてはよろしくお願いしたいと考えております。 

 以上であります。 

 

 座長 上下流のバランスですね、大変重要な視点だと思います。どうもありがと

うございました。 

 そのほかにご発言ございましたらお願いいたします。 

 

 「なし」の声 

 

 座長 では、よろしいでしょうか。先ほど私からお話ししましたように、ここで

審議いただいた結果を整備局の親委員会のほうに上げていくという手続になりま

すので、この時点で審議結果の報告の原案ですね。それについて、事務局からお願

いいたします。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） 審議ありがとうございました。今回の事業評

価監視委員会の報告事項としましては、最後のページになります。鳴瀬川床上浸水

対策特別事業（吉田川）については、事業の継続は妥当と判断するということで整

備局の事業評価監視委員会へ報告案とさせていただきたいと思ってございます。 

 

 座長 ありがとうございます。事務局案いただきました。何かご発言ございまし

たらお願いいたします。基本的にこういった方向で、かつ特に附帯意見ということ

もございませんでしたので、こういった内容で、ではお認めさせていただくという

ことにしたいと思います。よろしいでしょうか。 

 

 「はい」の声 

 

 座長 ありがとうございました。本事業につきまして継続妥当とするということ

で、親委員会のほうに答申するということにさせていただきたいと思います。 

 それでは、本日の審議はここまでとさせていただいて…… 
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 司会（北上川下流河川事務所） 申し訳ございません。先ほどの審議結果につい

て、スクリーンに表示させていただきましたので、改めてご確認をいただいてよろ

しいですか。 

 

 座長 そうですね、具体的な文面だそうでございます。よろしいでしょうかね。 

 

 「はい」の声 

 

 座長 では、お認めいただいたということでお願いいたします。 

 では、以上をもちまして、本日は終わりたいと思います。事務局に進行をお返し

したいと思います。どうもありがとうございました。 

 

 司会（北上川下流河川事務所） ●●座長、ご進行いただき、誠にありがとうご

ざいました。また、皆様には長時間にわたるご審議ありがとうございました。 

 なお、本日の審議いただきました対応方針（原案）につきましては、12月13日に

開催される東北地方整備局事業評価監視委員会に報告し、その後、対応方針の決定

は2月頃を予定しております。本日の議事内容については、会議の公開法に基づき

事務局が議事概要を作成し、各委員へメールにて送付させていただきますので、ご

確認のほどよろしくお願いいたします。 

 

５．その他 

 

 司会（北上川下流河川事務所） 続きまして、次第5のその他といたしまして、

本日鳴瀬川水系河川整備計画の変更に向けて及び鳴瀬川水系における流域治水等

の取り組みについて、事務局よりご説明させていただきます。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） 北上川下流河川事務所の目黒でございます。

よろしくお願いいたします。私からは、鳴瀬川水系河川整備計画の変更に向けてと

流域治水等の取り組みについてご説明させていただきます。 

 まず初めに、鳴瀬川水系河川整備計画の変更に向けてということで、資料-3をお
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願いいたします。これまで鳴瀬川水系の河川整備計画につきましては、平成23年3月

の東北地方太平洋沖地震や平成27年9月の関東・東北豪雨を踏まえまして、段階的

に計画の変更を実施してきたところでございます。その後、現在の吉田川の整備目

標である関東・東北豪雨、こちらを上回る令和元年東日本台風が発生いたしました。

これにつきまして、今後も整備目標を上回る大規模洪水、こちらがいつでも起こり

得ると想定されることから、鳴瀬川と吉田川の河川整備計画の目標につきまして

は、気候変動を考慮した計画を基本といたしまして、計画の変更を検討していると

ころでございます。なお、吉田川におきましては気候変動を考慮した計画と令和元

年東日本台風、こちらが同規模であることや降雨形態と流出形態等を踏まえまし

て、令和元年東日本台風を目標とすることで検討を進めているところでございま

す。 

 今後のスケジュールにつきましては、令和３年度内に整備計画の素案の提示及び

3年度末から4年度にかけまして原案の提示ができるように関係機関と調整を図っ

ているところでございます。 

 続きまして、資料-4、流域治水の取り組みについてご説明させていただきます。

流域治水プロジェクトにつきましては、全国の109水系の１級河川、12の2級河川で

取りまとめております。こちら様々な対策と、その実施主体を見える化、また対策

のロードマップを示して連携を推進、そしてあらゆる関係機関と協働する体制とし

て協議会を設置、この３点を大きなポイントといたしまして、令和3年3月に公表し

ているところでございます。具体的な取組事例につきまして、資料の4ページから

9ページに一部抜粋して添付させていただいておりますので、参考に御覧いただけ

ればと思います。 

 続きまして、10ページ目お願いいたします。鳴瀬川水系の情報提供になります。

令和元年東日本台風で堤防が決壊した吉田川粕川地区におきまして大郷町の復興

まちづくり事業と国の堤防復旧工事が同時に着工することから、令和3年9月に合同

の着工式を開催いたしました。工事に当たりましては、地元説明を実施いたしまし

て、住民の皆様のご理解とご協力をいただいた上で大郷町と復興事業との調整を図

りながら計画を検討してきたところでございます。現在は、新たな堤防敷となる箇

所の地盤改良を実施しているところでございます。堤防の復旧とまちづくりの概要

につきまして、12ページ、13ページに添付しておりますので、後ほど参考に御覧い
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ただければと思います。 

 続きまして、14ページ目お願いいたします。こちらにつきましては、大崎市鹿島

台志田谷地地区の水防拠点に整備する吉田川志田谷地防災センターの合築工事の

着工式の状況でございます。令和3年10月14日の木曜日に着工式を開催させていた

だきました。大崎市は、地域の一時避難場所の確保、水防活動の体制強化など､国

は災害対策車両の分散配備、排水活動の体制強化などを目的として整備を実施いた

します。 

 最後になります。15ページ目お願いいたします。こちら、先ほど事務所長の石田

からも話がありましたが、吉田川流域を水害から守り､地域を発展させるために必

要な流域治水について住民や専門家の皆様と議論する吉田川の流域治水シンポジ

ウム、こちらを先月の11月28日に開催いたしました。当日は､社会資本整備審議会

の河川分科会の分科会長である小池俊雄氏の基調講演、パネルディスカッションを

行いまして、「次の世代に継承したい地域の魅力」、「今後の水害への備え」、「流

域治水で地域が発展していくために」の3本柱について議論を交わしたところでご

ざいます。 

 私からの説明は以上になります。 

 

 司会（北上川下流河川事務所） ただいま事務局より説明させていただきました

鳴瀬川水系河川整備計画の変更に向けて及び流域治水の取り組みについて、何かご

質問等ございましたらよろしくお願いいたします。 

 お願いいたします。 

 

 ●●委員 せっかくですので、ちょっと言いたいのですけれども、地球温暖化は

かなり不確実性があって、例えば世界的な政治経済の不確実性とか、あるいは気象

の不確実性とか、いろんな不確実性があるわけですけれども、こういった不確実性

の中で、どういった形でプロジェクトを進めればいいかというのはリアルオプショ

ンといって、学問的にはもう検討することがないぐらいやられた体系がきちっとあ

るのです。従来のフレームワークの延長で検討されるのではなくて、そういった固

まった学問にもあるやつをぜひとも取り入れる点も検討していただきたいという

ふうに思います。よろしくお願いいたします。 
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 事務局（北上川下流河川事務所） 貴重なご意見ありがとうございます。実は地

球の温暖化に向けて、治水政策というのはもう大転換期を迎えています。それで、

１つは流域治水といって、川の中だけで洪水を守るという発想から､流域の方にも

お手伝いいただいてということになっているのですが、もう一点大事なことは、こ

れまでの治水計画というのは今まで経験した洪水をどのように抑えていくか、今ま

で経験した洪水の中で、それを解析してどのように地域を守るかという計画を立て

ていましたが、将来温暖化になって、強くなった雨を前提にして計画を立てましょ

うというように今２つ大きな点で転換期を迎えています。そういった意味で、先生

からご指摘のあったところは、治水政策としてもしっかり受け止めてやっていって

いるところですので、ご期待いただければと思います。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） その他ございますでしょうか。 

 お願いいたします。 

 

 ●●委員 私の本業が生態ですとか水質をやっておりまして、SDGsの6番目です

ね、水の問題を扱っているのですけれども、川はいろんな意味で生物のたくさんい

るところで、当然田んぼとかといろいろ行き来があったりしています。そういった

生態に対する配慮も今回の委員会ではないというのでしょうか、議題ではありませ

んけれども、考えていただけたらありがたいというふうに思います。 

 

 事務局（北上川下流河川事務所） すみません、何回も。先日行った流域治水シ

ンポジウムの中でご紹介をさせていただいたが、例えば大崎耕土という取組、これ

は巧みな水管理といって、利水面でも、治水面でも水をうまく管理しながら地域を

守っていきましょうということが過去から営々とやられてきているという中で、例

えば大崎耕土の中にはちゃんと大崎耕土という取組の中に環境を保全していくよ

うな切り口もあります。流域治水を進める上では､大変参考になるのではないかと

いうふうに私自身思っていますし、流域治水を地域でやろうとすると、そういうこ

ともしっかりと打ち出しをして進めていかないと思っていますので、またご指導い

ただければと思います。 
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 司会（北上川下流河川事務所 お願いいたします。 

 

 ●●委員 今せっかく世界農業遺産の大崎耕土の例をだしていただいたので、そ

れとこれから政策として流域治水という方向で進められると。 

 ただ、この大崎耕土の場合は、明治時代に水利組合法ができましたときに、普通

水利組合と水害予防組合と2つの種類あって、宮城県内にできた水害予防組合の大

半が大崎耕土の関連なのです。それで、田貝堤防水害予防組合、それから渋井川、

鈴根五郎、明治水門、品井沼、等の水害予防組合がこの地域に集中していたのです。

それは、その当時の水害予防組合というのは農民、その当時は地主ですけれども、

いわゆる今これからそういう方向でと言われる流域治水みたいなことを内部から

ずっとやってきたのです。ただ、それはいいことなのですが、それから何年か前に

平成27年でしたか、渋井川が決壊しました。この渋井川も明治時代に水害予防組合

が農業用の幹線排水路として整備したものですから、後で新河川法になってから河

川指定になったと思うのですが、やっぱり弱いところも持っているわけです、川幅

だの堤防が昔のままだとかで。そういうところもきちんと過去の歴史も組み入れた

形で流域治水という形で見ていただけると非常にありがたいのかなと思っていま

す。 

 ちなみに、農業側がやってきた水路で、一番宮城県内で危ない河川というのは迫

川水系の夏川だと思っています。あれも耕地整理事業の幹線排水路で整備してき

た。ところが、非常に断面小さいのです。河川整備計画を策定してもそのまま小さ

いままで、こういうところはやっぱり過去の歴史というか、カルテみたいなのをつ

くっていただいて、そういう歴史を見ながら流域治水考えていただければありがた

いかなと思っています。 

 

 座長 ●●先生からお話伺って、歴史的なこれまでの経緯という話があって、そ

ういうものも全部組み合わせて総力戦でやっていかないといけないということが

流域治水のポイントと思います。以前、●●先生とも御一緒に見せていただいた歴

史的な施設、そのようなものが現在機能を果たせるのか、そういった評価も重要で

あるというようなことをいろんな場所でお話ししていて強調しています。一方で、
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今先生からお話あったように、制度的なものも重要です。長い水害の歴史があって、

それに対して歴史的な施設をつくって対応してきたという事実がある、一方で多く

の人がそこに関わって来たわけですから、その中にいろいろな制度があります。そ

ういったものも含めて合意形成を図っていくという難しさでもある、一方で、そこ

までしてやらないと対応できないということです。今後、先生にいろいろお知恵を

拝借する場もたくさんあるなと思いながら聞いていたところです。ありがとうござ

いました。 

 

 ●●委員 ついでですから、先ほどの夏川は61年の8.5豪雨のときに、吉田川は

4か所ぐらい決壊したのですが、夏川は吉田川の流域より雨が少なかったのですけ

れども、ただあそこはその当時地域で洪水調節システムというソフト的な対応をし

ていたのです。夏川の水位がどこまでになったら､農業用の排水ポンプ全部止める

とような。それで昭和61年の8.5のときはある時点で全部止めたのです。それで、

夏川の決壊は免れたのです。ですから、今回の流域治水の場合も､ハードの分は重

要ですが、ソフト的な面からのアプローチもしていただければなと思います。余計

なことですが。 

 

 司会（北上川下流河川事務所） ありがとうございました。 

 その他ございますでしょうか。 

 では、●●先生お願いします。 

 

 ●●委員 すみません、あれこれ意見がでているところなので、ついでに私も。 

 河川整備計画、将来30年後とかそういったところで気候変動という話がかなりで

ているのですけれども、将来の日本のことを考えると、もう既に日本はだいぶ貧乏

になってきていると。将来的なことを考えるともう10年後、20年後でもこういった

予算を切り回すだけの国力がないかもしれないという、そういったおそれもあるの

で、そういった将来的な日本の社会経済的な環境も踏まえて計画をぜひ考慮してい

ただきたいなというふうに思います。なかなか不確実性がますます大きい話になる

ので、何ともしがたいところもあるかもしれませんけれども、そういったところも

念頭に置いていただきたいかなと思います。 
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 司会（北上川下流河川事務所） ありがとうございました。 

 そのほかよろしいでしょうか。 

 

 「なし」の声 

 

 司会（北上川下流河川事務所） それでは、以上をもちまして本日の懇談会を終

了させていただきたいと思います。 

 すみません、申し訳ありません。お願いします。 

 

 事務局（鳴瀬川総合開発工事事務所） すみません、後で配らせていただいた1枚

ものを少しPRさせてください。鳴瀬川総合の二瓶でございます。先生方にはいつも

お世話になっております。ありがとうございます。 

 昨年度の委員会の後に鳴瀬川総合開発事業につきましては、無事基本計画のほう

を12月に公示させていただきました。その後、今年の９月25日には用地補償に関す

る協定について地元の皆様と当局長とで協定を交わさせていただきまして、いよい

よ事業のほうは次のステップに入るというところまで参ったところです。 

 今回お配りしております鳴瀬川総合開発事業の流域連携シンポジウム、これはダ

ムを建設する水源地の皆さんの願いでもあるのですが、いわゆるダム事業という山

間部で行う単なるプロジェクト事業ということではなくて、このダムの恩恵という

ものは中下流域へ大きく恩恵があるものですから、受益を受ける方々も建設地域に

ぜひ目を向けていただこうというようなところが一つのきっかけで、このシンポジ

ウムを開催するところでございます。 

 12月19日、加美町のやくらい文化センターで開催する予定でございまして、後ろ

にプログラムありますように、本来は９月25日の調印の後に引き続きシンポジウム

を予定しておりましたが、コロナ禍の影響もありまして、３か月ほど延期で12月に

開催する運びになりました。当日は、9月25日の調印の模様を短縮した形でのビデ

オを流すほかに、基調講演をいただいて第2部のほうでは、ここにありますテーマ

2つ、ダムに関する期待も当然なのですが、私どもとしましては水源地域との交流

と流域の連携と、ここをメインのテーマに建設地域と、それから下流の受益地の皆
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さんで議論を深めていきたいということで開催予定してございます。 

 今日出席いただいております東松島市の●●副市長にもパネラーとして参加し

ていただくことでおりますので、もしお時間よろしいようであればぜひご参加いた

だければ、出席いただければと思いますので、ご紹介でございました。ありがとう

ございました。 

 

 司会（北上川下流河川事務所） 大変失礼いたしました。 

 

６．閉  会 

 

 司会（北上川下流河川事務所） それでは、以上をもちまして第19回鳴瀬川水系

河川整備学識者懇談会を閉会いたします。本日はお忙しいところ、大変ありがとう

ございました。 

                           （午後 3時55分） 


